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韓国における英語教育の新たな取 り組み

その現状と課題一

趙 卿我

1.は じめ に

2011年2月 現在、韓国では、今までに経験 した こと

のない教育課程1改 革の 「過渡期」を迎えている。2008

年2月 、Lee,Mymg-bark伏 統領 の政権 とともに誕生し

た 「未来型教育課程」は、2009年12月23日 「2009

年改訂教育課程(総 論)」 とい う名で告示された。この

「2009年 改訂教育課程(総 論)」は、「授業時間数の20%

増加」、「高等学校の選択教育課程拡大」が主たる内容

である。

しかしながら、その趣旨に即 した教科別教育課程が

未だ明確に定め られてお らず、教科書 も目下、開発途

中である。 こうしたなかで 「2009年 改訂教育課程(総

論)」は2011年3月1日 実施に向けて進められてお り、

韓国内では大きな混乱を招いている。 「2009年 改訂教

育課程」による教育課程及び教科、教科書の適用年度

は、以下表1の ように定められている。

表12009年 改訂教育課程による教育課程及び教科、

教科書適用年度

学年
教育課程

適用年度

教科別適

用年度
対象教科書

小1,2 2011,3,1 2014年

国語、数学、正 しい生

活、賢い生活、楽 しい

生活

小3,4 2012,3,1 2015年 国語、社会/道 徳、数学、

科学/実 科、体育、芸術

(音楽/美術)、 英語小5,6 2013,3,1 2016年

中1 2011,3,1 2014年 検定図書 全教科

中2 2012,3,1 2014年 検定図書 全教科

中3 2013,3,1 2014年 検定図書 全教科

高1 2011,3,1 2014年 検定図書 全教科

高2 2012,3,1 2014年 検定図書 全教科

高3 2013,3,1 2014年 検定図書 全教科

(教育科学技術部3「2009年 改訂教育課程」より筆者作成)

これ を見ると分かるよ うに、教科別の教育課程は

zoii年 末 、教科書は2014年3月 か ら学校で活用 され

る予定である。

しかし、英語科における最新の教育課程は、教育科

学技術部により告示 された 「2008年 改訂初等学校英語

科教育課程(以 下、2008年 改 訂教育課程 と記す)」4で

ある。 これは、国家の教育政策の一環 として7次 教育

課程(1997年 か ら2007年 まで)5と2007年 改訂教育

課程6を 改訂 したものである。

「2008年 改訂教育課程」では、「英語義務教育(公

教育)完 成プ ロジェク ト」を前面に出 し、国際共通語

としての英語 とその国内教育のあり方を再認識すると

ともに、義務教育の段階か らのグローバルな人材 を育

成することを目標 としている。

韓国の小学校(初 等学校)7の 英語教育は、1981年 、4

学年以上を対象にした 「特別活動の英語」からはじま

る。この 「特別活動 の英語」 とは、 「学校教育の目標

を達成す るための教科」以外の教育活動であ り、子 ど

もの自発的、自律的、 自主的な英語活動の活発化を図

るものであった。その後、「6次教育課程(1992年 か ら

1997年 まで)」 では、英語教育の導入段階 として 「英

語の生活化」が強調 され、学校や家で活用 できる英語

教育番組の放送や特別活動等が行われた。 ここでは、

子 どもの日常生活で異文化に接する機会を増や し、英

語に対す る持続的な関心や 自信 を持つことが求められ

た。

ただ教育実践においては、初級段階(低 学年)か ら

「文字指導」を中心 とする授業が行われたため、ペー

パーテス トでは一定の基準に達 しているが、実生活 ・

真正性が高い状況での 「コミュニケーシ ョン能力」を

中心 とする活動では「英語が話せない」子どもが多 く、
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教育方法の見直 しと同時に、新 しい取 り組みを実行す

る具体的な制度の改善施策が求められ るよ うになった。

このような中、1995年11月 の教育課程の改訂(第

1995・7)に よ り、3・4・5・6学 年の必修科目(1997年

3月 実施)と して週2時 間の英語教育が導入 されたも

のの、「必修化」に対する激 しい議論が起こった。しか

し、当時のGim,Yeong-Sam大 統領 の 「文民政府」の誕

生 に伴い、21世 紀 のグローバ リゼーションに対応でき

る人材育成が教育政策の大きな柱 として位置付けられ

たため、英語教育の必修化が実施 された。これをきっ

か けに、各学校では、 シラバス(National-Functional

Sy11abus)を 中心として英語の 「コミュニケーシ ョン能

力」を養 うことが主な教育 目標 となっている。

こうして英語教育必修化の実施から13年 以 上が経

っているわけであるが、現在、韓国では英語教育のあ

り方の見直 しが行われている。その背景には、英語の

学力格差が少なからず広がってしまったことがある。

こうした 「英語の学力格差」を無くすために、「英語義

務教育(公 教育)完 成プロジェクト」のもとでは、「学

力不振の子ども」の支援に力を注ぎ、また、ネイティ

ブ講師と接する機会が少ない農山漁村地域を中心とし

て 「英語映像遠隔教育」も積極的に実施するなど、個

人の能力や学習環境によって生じる学力差を出来る限

り減少させるべく取り組みが行われている。こうした

活動が功を奏し、英語に対して抵抗を持つ子どもが減

っており、実際に社会に出てからも国際的な場で活躍

する若者が増えている。
一方で、子どもの 「英語の学力格差」とともに広が

っている 「英語教師の能力格差」も問題となった。そ

のため、政府は 「初等英会話専門講師制度」を導入し、

英語で授業を行える教員を拡充しながら、現職の英語

教師各人の要求にも合わせ、手厚い 「英語教師深化研

修」を進めている。

日本に先駆けて 「国家の教育政策」の1つ として英

表2小 学校(初 等)の 成就基準 ・機能別陳述体系及び特徴

大領域 中領域 小領域

解
機能

聞く

単語認識→易しい

表現理解→文章理

解

文章理解→易しくて

簡単な言葉や会話の

D

言葉や会話の主要内

容理解

言葉や会話の中心及

び詳細内容理解

読む
アルファベット大

小文字認識

易しくて簡単な単語

から追って読む→音

と文字関係の理解→

易しくて簡単な文章

を追って読む

易 しくて簡単な文章

を読み、意味理解

易しくて簡単な表現
→文章→短い文章の

D

表現

機能

話す
慣れている単語や

表現を話す

慣れている表現を使

い一っか二つの文章

で話す

簡単な会話が

できる

日常生活関連の話題

で簡単な会話が

できる

書く
アルファベッ ト大

小文字書く
単語書く

談話単位を書く→文

章を書く

正確な文章を書く→

身近な話題について

短い文章を書く

学年別 初等3 初等4 初等5 初等6

素材
身近な話題(自 身、

家族、学校)

身近な話題(自 身、家

族、学校)
日常生活関連話題 日常生活関連話題

特徴

聞く 単語/文章 文章中心 談話水準 談話水準

読む 受動的認識 受動的認識 多少受動的認識 多少受動的認識

話す 単語水準の表現 文章水準の表現
簡単な談話水準の表

現

コミュニケーション

で必要な文章駆使

書 く
アルファベット文

字を書く

正確な文章の書き方

に対する準備
短い文を書く練習

単一文章の長さ 7単 語以内 9単語以内

(教育科学技術部 「英語科教育課程及び教科用図書改善方案研究」2008年 、p.79を 筆者訳出)
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語教育を位置づけ、新たな政策を導入 している韓国の

現在の状況を知ることは、2011年3月 からの英語教育

実施を直前に控えて、参考になる点があると考えられ

る。

そこで本稿では、まず韓国において国家政策として

行われている現在の英語教育の実施状況に着目する。

次に、「2008年改訂教育課程」より編成され、2010年

から使用されている英語検定教科書の構成と特徴を明

らかにする。最後に、韓国における英語教育の導入に

見られる課題について検討 したい。

2.英 語教育の実施状況

(1)「2008年 改 訂教育課程」英語科の目標と評価

教育人的資源部により改訂 された 「2008年 改訂教育

課程」はその公示から、次のように年次的に実施 して

いるところである。まず、2009年 か らは小i・2学 年、

2010年 か らは小3・4学 年 と中学校1学 年、zoii年 か

らは小5・6学 年 と中学校2学 年、高等学校1学 年、2012

年 か らは中学校3学 年 と高等学校2学 年、そして2013

年 か らは高等学校3学 年において行われ る。

「2008年 改 訂教育課程」では、① 子 ども ・生徒 を

中心とする教育課程の現実化、② 学習内容の連携の強

化、③ コミュニケーシ ョン能力の向上を重視 している。

ここでは、「すべての子 どもの英語水準の向上」とい う

教育 目標 を掲げるとともに、「子 どもを中心 とする活

動」が強調 されている。その内容は、義務教育の段階

で、① 継続的な関心や自信をもとに、② 日常生活や

一般的な話題 について英語でのコミュニケーシ ョン能

力を育てる、 とい うものであり、外国の様々な情報 を

理解 し、活用できる能力を養 うことが求められている。

また 「子 どもを中心 とする活動」は、個人の学習環境、

適性、潜在的能力、将来の成長可能性まで視野に入れ、

実際の状況で子 どもが持っている知識、またそれを英

語で遂行す る能力の活用 を促すことを狙 うものである。

「2008年 改訂教育課程」による小学校(初 等)の 成

就基準 ・機能別陳述体系及び特徴 は、前ページ表2の

ように定められている。

表2を 見ると、7次 教育課程 より特に変更 された点

がある。まず、学年間の連携を考慮 し、全体的な難易

度を落 としたこと、アルファベ ッ ト導入時期 を4学 年

1学 期か ら3学 年2学 期に前倒 しで教えること、語彙

を増や して(7次 教育課程578語 、2008年 改 訂教育課

程736語)実 生活 ・真正性が高い状況での表現を使わ

せ る狙いがある、とい うことである。

更に、 この改訂教育課程の重 要な取 り組 み として

「英語義務教育(公 教育)完 成プ ロジェク ト」が進め

られている。

これは、とりわけ小学校3学 年から6学 年の英語の

授業時間を拡大 し、すべての子 どもに質の高い英語教

育 を提供す るための教育プロジェク トである。例えば、

学校での学力不振の子 どものためには、英語に接する

機会を増やす とともに補充型 ・水準別教育、小グルー

プ活動、個別指導な どを実施 して英語の学力格差 を縮

めようとしている。韓国政府は、英語教育 を 「義務教

育(公 教育)の 責任」 として受け止め、積極的な対応

を推進 している。従って、都会か ら離れているため、

英語教育を受 ける機会に恵まれていない農山漁村及び

所得が低い世帯の子 どもに対 しても英語教育の機会を

広 げ、 「政府招聰海外英語ボランティア奨 学生事業

(TeachandLearninKorea;TaLK)」 、 「長期休暇中の無

料集 中英語キャンプ」、 「ネイティブスピーカーによる

映像遠隔教育(EnglishProgramInKorea;EPIK)」 、 「放

課後の学習活動」など、各学校による多目的英語学習

スペース等を運営 し、英語に親 しむ教育環境 を整備 し

ている。

次に、評価の観点について概観 しておこう。教育課

程に従って実施 している教育評価は、小学校3学 年か

ら6学 年まで 「聞く」、「話す」、「読む」、「書 く」のい

わゆる四技能を区別 した領域で行われている。ここで

は、英語学習をスター トする3学 年に注 目してみる。

英語科による評価観点は、次ページ表3の ように定め

られている。

まず、3学 年から 「音」、「アクセン ト」、「リズム」、

「イン トネーション」を意識 させ、韓国語にはない「音」

についても識別ができているかを評価する。また、 日

常生活に関する基礎会話を中心に、新 しい言語に対す

る緊張感やス トレスを解消するためのゲー ムや遊びを

通 して、子 どもの成就度をチェックしている。

「読む」領域では、「音」 と 「文字」の対応が比較

的に明確 で分か りやすい1b/、/p/、1d/、/t/、1m1と

い う子音か ら、次第に難易度を高める 「フォニックス
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(Phonics)」 指 導法で教え、評価 している。「書く」で

は、「話す」で学んだことを書いて表現するなど、技能

領域を連携 して確認 している。

表3英 語科の成就規準

領域 成就規準

聞く

・英語の音とアクセン ト、リズム、イン トネーシ

ョンを聞いて識別ができる。
・日常生活からの親しみがある単語を聞き、理解

できる。
・挨拶や易しい慣用表現が理解できる。
・簡単な文章表現の指示を聞いて行動で表現でき

る。
・簡単な文章表現を聞いて該当する絵を探すこと

ができる。
・易 しくて簡単なChantや 歌 を聞いて理解でき

る。
・易 しくて簡単なゲームや遊びが理解できる。
・個人の日常生活に関する易 しくて基礎的な対

話を聞いて理解できる。

話す

・英語のアクセン ト、リズム、イントネーション

に合わせて話ができる。
・身近な対象を英語で話ができる。
・挨拶や易しい慣用表現を使って話 しができる

。
・実物や絵を見ながら単語や短い文章で話 しが

できる。
・個人の日常生活について易しくて簡単な表現

を使い、聞き取って返答ができる。
・易しくて簡単なChantや 歌が復唱できる。
・易しくて簡単なゲームや遊びへ参加できる。
・一っか二つの文章で自己紹介ができる。

読む

・アル ファベ ッ トの大文字、小文字が識別で

きる。
・音と文字の関係が少し理解できる。
・易しくて簡単な単語を読むことができる。
・絵、写真、パフォーマンスなどを通 して簡単な

単語の意味が理解できる。

書 く

・アル ファベ ッ トの大文字、小文字を見なが

ら書 くことができる。
・口頭で学んだ単語を復唱しながら書くことが

できる。

(教育科学技術部「英語科教育課程及び教科用図書改善方

案研究」2008年 より筆者作成)

教師による学習評価は、原則として評定化せず、記

述式である。学習評価は、子どもひとりひとりの伸び

を確認するためのものであり、通信簿には記録されな

い。子どもが英語に慣れ親しむこと、興味 ・関心を伸

ばすことが目指されており、評価はそうした態度を養

うための刺激 の一つ として位置づけられている。

(2)「EnglishprograminKorea;EPIKの 活用」

英語義務教育 の強化のため、韓国内 ではEnglish

programinKorea;EPIKの 活用を積極的に取 り入れてい

る。ネイティブスピーカーによる映像遠隔教育が行わ

れているのは、このプログラムの一端である。

しかし、教育人的資源部の2005年 までの全国のネ

イティブ補助講師の配置状況は、78%が 都 市部8で ある。

そ こで教育科学技術部は、比較的にネイテ ィブ講師 と

接す る機会が少 ない農山漁村及び所得が低い世帯の子

どもを中心 として 「英語映像遠隔教育」を実施 してい

る。 「英語映像遠隔教育」は、映像空間を通 じてネイテ

ィブ講師 との生き生 きとしたコミュニケーション活性

化ができるため、子 どもの学習関心 ・意欲を高めてい

る。は じめは、対話、討論、発表、講演活動な ど、子

どもの参加が可能なことからスター トし、現在は世界

各地の提携校 とのコミュニケーション活性化の機会ま

で設けている。

このよ うな 「英語映像遠隔教育」に対する国内評価

は、肯定的な見方が主流を占めている。例えば、ネイ

ティブ講師と接する機会により、英語に対する関心 ・

意欲、自信が高ま り、発音、語彙力、文章構成力、会

話の流暢 さな どが向上しているとい う。ひ ときわ、教

育効 果 が 見 られ るの は、 低 学年 のTotalPhysical

Response;TPRと ゲ ーム活動である。

しかしなが ら、課題 も見 られる。まず、教授者 と学

習者、学習者 と学習者、学習者 と学習内容 の相互作用

における効率である。韓国人教師は、遠隔地のネイテ

ィブ講師 と教室のや り取 りの手助けをする役割 として、

間に加わっている。 「英語映像遠隔教育」のモデルは、

次ページ図1の ように定められている。

図1を 見るとネイティブ講師がいる遠隔地、韓国人

教師 と子 どもがいる教室の相互作用パ ター ンは、スム

ーズに繋がっていることが理想である
。ネイティブ講

師と教室の子 ども、韓国教師には、「即時に」そ して 「同

時に」理解 しあい、や り取 りができる状況が求められ

るため、一連のシステムには一般の映像遠隔教育より

精巧で複雑な設計が必要とされ る。

このよ うな技術的な問題が第一点である。機器の技

術的な欠陥により、サウンドや画質の低下や映像の途
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切れ、マイクの使用による混乱があれば、授業に支障

をきたし、本来の目的が達成できない。

こうした場合 の不便 さは、教育現場か ら継続的に言

及 されている課題である。

そ して、非言語 コ ミュニ ケー シ ョン(Non一 恥fbal

Communication)の 螺 が欠 けていることも大 きな問題

である。ネイティブ講師 と視線を合わせ ること、ボデ

ィー ・ランゲージ、対話相手 との自然な距離感、顔の

表情な どの自然 な言語活動が互いに及ぼす相互作用は、

言語 を学ぶ上で重要なことにも関わらず、この形態の

授業では取 り入れることが難 しい。

.図1「 英語映像遠隔教育」の授業モデル

(Lee,Sang-su「 ネイティブ講師を活用した初等学校の

英語映像遠隔教育の事例研究」2010年 、P・29を筆者抜粋)

(3)「 初 等英会話専門講師制度」

小学校(初 等学校)に お ける英語授業 は、担任教師、

英語担 当教師、ネイテ ィブ講師が教えている状況であ

った9。

しかし、上述 した1995年 か らの政府主導のEnglish

programinKorea;EPKの 推進が始まり、 「初等英会話

専門講師制度」の導入(2008年ll月)で 、英語のみ

で専門的な授業ができる教員を採用 している。初等英

会話専門講師は、原則的には小中学校の免許を持ち、

英語が流暢である人物が求められる。 しか し、このよ

うな専門教員数が不足していることから、その拡充の

ため、無免許でも市、道教育庁が認める英語が流暢な

人は教えることができる(ネ イティブ講師 を含む)。こ

の取 り組みに対 しては現場教師の批判があ り、現行の

「教師採用(任 用)体 系」を揺 さぶ るほどの社会的な

課題になっている。現在でも、これ らの点については

再検討を要求する声が少なくない。

しかしなが ら、実施から3年 が経っている2011年2

月現在、市、道loの教 育庁別 による初等英会話専門講

師の選抜が活発に行われている。英会話専門講師は、

授業のすべてを英語 で運営ができるTeachingEnglish

inEnglish;TEEを も とに、1次 は書類審査(典 型)ll、

2次 審査が授業指導案作成、授業実演、面接な ど、厳

しい競争 のなかか ら採用 される。 ソウルか ら車で1時

間ほど離れている京畿道工2では、既に394名 の初等英

会話専門講師を選抜 し、3月 からのスター トに向けて、

準備 は万端である13。また、全羅北道でも2011年 に50

名 の初等英会話専門講師を選抜 し、初等学校は計100

名 、中学校 は計100名 、高等学校は計35名 の英会話専

門講師が、英会話の授業を担当 している。

英会話専門講師は、実際に学校授業を担 当す る前に、

4日 か ら5日 間の合宿事前研修 を受ける。その内容は、

英語教師 としての教職の適性、初等英語教育課程及び

英語教授法、授業評価などについて更に知識を深める

ことである。特に、現場で効果的に教えることができ

る教授スキルを中心 とした 「聞く」、「話す」、「読む」、

「書 く」の技能別教育指導プログラムは、研修生から

大きな支持を得ている14。

初等英会話専門講師制度は、英語義務教育の認識 を

高め、 レベルに合わせた水準別授業の実施、子 どもの

コミュニケーシ ョン能力向上、増加 した英語授業数の

適当な配分などにかな り貢献 している。

このよ うに 「2008年 改 訂教育課程」による 「English

programinKorea;EPIKの 活用」や 「初等英会話専門講

師制度」は、義務教育としての英語教育の充実を図っ

ているとして一定の評価ができる。
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3.初 等英語国定教科書の構成と特徴

「2008年 改 訂教育課程」が指定す る 「小学校(初 等)

英 語国定教科書」が使用されてい るのは、3学 年から6

学年である。授業時間数は、7次 教育課程より少 し増

えて3・4学 年は週2時 間、5・6学年は週3時 間である。

「2008年 改訂教育課程」の特徴 は、文字言語の早期導

入である。3学 年9単 元からは 「読む」 と 「書 く」を

中心としたセクションを設けてアルファベ ッ ト及び単

語の読み書きを中心 とした活動を7次 教育課程 より早

めに導入 している。

この節では、2010年3月 からスター トしている3・4

学年の 「小学校(初 等)英 語国定教科書」を検討 してみ

る15。

3・4学 年の英語教科書は、既存の8単 元か ら16単 元

に拡大改編 されている。7次 教育課程より増えた8単

元は、7次 教育課程(4単 元)と2007年 改 訂教育課程

(4単 元)を 土台にして決定 され た。

この16単 元 のすべての単元名は英語で示 されてお

り、既存の教科書では見 られなかった 「ス トー リーテ

リング(storytelling)」 の よ うな 自発的構成力 を必要と

する活動を積極的に行 うよ うになっている。 このス ト

ー リーテ リングは
、皿MSS(2003年 、2007年)やPISA

調 査(2000年 、2003年 、2006年 、2009年)16で 得 ら

れた高い学力水準の結果 に反 して、勉強に対す る韓国

の子 どもたちの関心 ・意欲の低下を克服す るために作

られたものである。

「小学校(初 等)英 語国定教科書」の特徴 として次

の三点が指摘できよ う。

一点目は
、 「教材の多様化 ・先端化」である。 「英語

教科書」の三分の一は、アルファベ ットカー ド、絵 カ

ー ド
、自己評価ができるシールなど各単元の活動で使

用 される教材 である。また、子 どもの関心 ・意欲を継

続 させ るため、動画、CD・Romの 「ス トー リーテ リン

グ」を使い、放課後一人でも学習ができるよ うに作 ら

れている。 このようなデジタル教材の活用は、子 ども

の情報 リテラシー能力を高めるため、かな り早い段階

から導入 されている。デ ジタル教材は、実際に書籍教

科書より子 どもの成就度や満足度 が高く、とくに農山

漁村地域の子 どもたちに肯定的な影響を及ぼ している。

教材の構成 は、子 どもの認知的な発達水準を考慮 し、

学習の段階や難易度にあわせた段階型 ・水準別 となっ

ている。

二点 目は、「パフォーマンス評価の充実化」である。

韓国におけるパ フォーマンス評価(遂 行評価)は 、

課題に対する学習者の実践的なアプローチを評価する

評価法の1つ であ り、知識の量よ りは知識を どのよう

に活かすのかを評価の重要な対象 とする。

教科書の単元名 「What'sThis?」 「Let'sGoShopping」

「WillYouHelpMe ,Please?」 な どか ら分かるよ うに、

「実際状況での問題解決能力 を伸張」す ることが、す

べての領域で重視 されている。ActivitiesとTasksを 中

心 とす るこの学習課程には、 「何を知っているのか」だ

けでな く、「それをもとに何ができるのか」を評価 しよ

うとする 「代替的評価(alternativeassessment)」 の考え

方が背景にある。すなわち、子 どもが日常生活から経

験す る多様な問題 ・状況を把握 ・分析 し、創造的な代

替の方法を考え、より賢明に問題解決に取 り組む こと

が重視 されている。

三点目は、「フォニックス(Phonics)の 学 び」であ

る。「フォニックスの学び」は、綴 りと発音の対応関係

に、規則性を見出 して学習を容易にさせ る方法の一つ

である。英語圏の子 どもや外国人に原則的な読み方を

学習 させ る方法 として用い られている。
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英語を読むためには、英語の 「文字」 と 「音」との

繋が りを知ることが大切である。フォニックスを小学

校から学ばせ ることによ り、はじめてみる単語でも、

感覚的に読む力が付 く能力が育つ。 この 「フォニック

スの学び」は、これまで コミュニケー ション能力 を伸

ばす ことに偏重 し、単純なゲームや歌、遊びを中心 と

した音声言語教育の反省から正確な読み書きの必要性

を求める現場教師の意見から生まれたものである。

韓国は、小学校 を英語の導入段階 と位置づけ、英語

に対す る親近感 と自信を培 うことで、中学校、高校に

おいても連携的 ・継続的に英語学習に取 り組むことが

できる学習態度を養っている。最終的に社会人になる

までに実用英語を使い こなせ るようにす る 「グローバ

ル ・リテ ラシー(国 際 ミュニケーション能力)」 の習

得を国家が戦略的に進めているといえよう。

前述 したよ うに韓国は、1997年 小 学校3学 年17を 対

象に した小学校英語の 「必修化」か ら13年 が経ってい

る。初等英語教育の効果に注 目したGwon,0-ryangは 、

2006年 の論文で、小学校か ら義務教育で英語教育を受

けた高校1、2学 年(4,019名)と 受けてない高校1、2学

年(4,043名)を 対 象にした調査研究で、義務教育の英語

教育を受けた高校生の英語学力のほ うが高 くなってい

る、 と分析 している。

一般に
、英語に接す る機会の頻度が多ければ英語学

力が高 くな ることが知 られている。英語を小学校から

必修化することは、英語に接する機会を増やすことに

ほかならない。韓国において、義務教育の早い段階か

らの英語教育には更に力が注がれることになるであろ

う。

4.ま とめ と課題

韓国は1997年 か ら 「義務教育の早い段階での必修

化」に したことで、「子 どもを中心とす る活動」 「多様

な言語教授法」「英語教育の機会格差」「英語学力格差」

な どの課題はあるものの、時代の要求に即 して対応で

きるグローバルな人材 を育てる、 とい う点では英語教

育の成果が実を結びつつある。大きく4回 も改訂 され

て纏まった 「2008年 改 訂教育課程」による一連の取 り

組みは、一定の成果を挙げているといえよう。中でも

「小学校英語教科書」に関する事項では、 「教材の多様

化」 「パ フォーマンス評価の充実化」「フォニ ックス

(Phonics)の 学び」が重視されており、子 どもの認知

的な発達水準を考慮 した工夫が読み取れ る。

以上 のよ うに初期英語教育の必然性 と効率性を重

視 し、義務教育の早い段階から、新 しい時代に求め ら

れる学力を備えることを想定 し、国家の レベルで進め

ていることは、21世 紀 の知識 ・情報化の時代を迎える

にあた り、大いに国益をもた らしていると考 えられ る。

しか しなが ら、韓国の学校現場が当面 している課題

には以下のことがある。

第一に、加熱 した 「英語教育熱」によ り国語及び他

教科教育を疎かにしてしま う傾向にあることである。

英語教育のスター ト時期が、中学校1学 年か ら小学

校3学 年 に早まることによって、小学校1・2学 年は

言 うまでもなく、就学前の幼児英語教育 もいっそ う注

目されるようになっている。また、早期英語教育に対

す る熱意は海外留学にまで広が り、2001年 か ら2006

年 の間では、小学生の留学生は、2,107名 か ら13,814

名 まで増加 している18。 ゆえに、多 くの子 どもが英会

話を学ぶ 目的や入試準備 のため、新たに塾(学 院)な

どで学習する状況が生 じている。

英語教育を 「義務教育(公 教育)の 責任」 として国

家 ・学校機関を挙げて積極的に取 り組むことには、賛

同 したい。 しか し同様に、国語及び他教科 も義務教育

で責任を担 うものとして、教科固有の基礎 ・基本から

着実に身に付けさせ ることも重要であり、決 して疎か

にされてはならないと考える。

第二に、「英会話専門講師制度」を導入 したことによ

る教育評価のあ り方に見解の違いが出始めた ことであ

る。

英語授業の実施 とともに広がることになった 「英語

教師の能力格差」に対 して、教師の英語授業支援のた

めに 「英会話専門講師制度」を導入 し英会話専門講師

を拡充 しているわけであるが、実際に授業を行 う多く

の英語教師が求めていることは、韓国英語教育環境の

「実践知(practicalknowledge)」 に基づ く 「内容教授

知識(pedagogicalreasoningandaction以 下PCKと 略

す)」である。すなわち、教師らにとって実際に必要 と

なるのは、英会話が堪能である講師による支援ではな

く、英語教育現場の現状を知 り、かつ専門的な知識を

持っている教師か らのメンタ リング(皿ento血g)で あ
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り、実質的な授業内容 と運営の改善を図ることである。

勿論、韓国は、2000年 か ら市道庁を中心に授業改善向

上のため、 「メンタリングプログラム」「PCKモ デ ル」

を導入 し、一定の成果を出しているが、英語教科の専

門的な 「授業実践及び分析」に焦点化できず、教師の

専門性を高めるところまでは至っていない。

今後は英語教科に対す る専門的な内容知識は勿論、

教科教授法、教科授業環境など教科固有の 「実践知」

の共有 ・構築 と、それを活か した授業デザイ ンが必要

であると考えられる。

韓国の英語教育環境 に合わせたPCKの 向上は、教師

自身の専門的な学習を通 じて可能 となる。理論的な基

盤をもたず、学校現場への適用技術に焦点化 された授

業は、結果 として、教師の主観から抜けることが難 し

い。 理論 と実 践 を相 互 に踏 ま えた省 察 的 な実 践

(reflectivepractice)が 、現在の韓国英語教育では求め

られている。

注

1こ こでいう 「教育課程」とは初等から中等までの教育課

程であり、教育科学技術部により告示されるものである。

2韓 国語の文献と日本語の文献を区分するため
、韓国人の

名前は、「ハングル名前ローマ字表記」で表記 している。

http://s.lab.nauer.com/translationを参照(2011年2月28日 確

認)。

3韓 国の教育科学技術部(MinistryofEducation
,Scienceand

Technology)は 、 日本の文部科学省に相当する。1948年 文

教部として発足し、1990年教育部に改称、2001年 教育人的

資源部に改称、2008年科学技術部と統合 し、教育科学技術

部となった。国家教育に関する政策決定 と国民の学校教育、

生涯学習の企画 ・総括 ・調整 ・評価、原子力開発及び科学

技術振興に関する事務を管掌している。

4http:〃cutis
.mest.go.IQを参照(2011年2月28日 確認)。

S7次 教育課程では
、共通で学ぶものを 「基本課程」とし、

それより発展的内容を 「深化課程」、補充的内容を 「補充

課程」とし、それぞれの子どもの学習進度に合わせて指導

内容を増減 していた。

62007年 改訂教育課程は
、第7次 教育課程に続 くものであ

るが、第8次 とは言わない。なぜなら、今までは基本的に5

年 ごとに改訂 していたが、これからは必要に応 じて改訂す

るためである。

7韓 国の初等教育機関は
、1940年 代は 「公立国民学校」、

1950年 代からは 「国民学校」 と呼ばれ、1996年 か らは

「初等学校」で定着 している。以下、当該年代で使い分け

が煩雑になるので必要な箇所では丸括弧内に注記する。

B教 育人的資源部 「初 ・中等英語教育の現状分析」2006

年。

9教 育科学技術部 「英語科教育課程及び教科用図書改善方

案研究」2008年 、pp.180-181。

1°現在の韓国は7市 ・9道で構成 されてお り
、各市 ・道にそ

れぞれ教育庁が置かれている。これらの市 ・道教育庁によ

り、「初等英会話専門講師制度」を実施 している。7市 は、

ソウル特別市、釜山広域市、大邸広域市、仁川広域市、光

州広域市、大田広域市、蔚山広域市であり、9道 は、京畿

道、江原道、忠清北道、忠清南道、全羅北道、全羅南道、

慶尚北道、慶尚南道、済州道である。

11「 典型」とは
、英会話専門講師選抜で必要とされる選

考対象要素 ・項目のことである。

12京 畿道(GyeonggiProv血ce)は
、韓国 ・北西部にある道

(国家に次ぐ行政単位)で ある。

13京 畿道教育庁http://blog.daum.net/kennews/6048069を 参

照(2011年2月28日 確認)。

'ahttp://cnewsO41.com/subread.html?uid=20943&section

=section87を 参照(2011年2月28日 確認)。

15韓 国の教科書は
、国定、検定、認定に区分 される。

160ECDのPISA調 査の 「読解力 リテラシー」は
、2000

年6位 、2003年2位 、2006年1位 、2009年2位 である。「数

学的リテラシー」は、2000年2位 、2000年3位 、2006年

1～4位 、2009年2位 である。 しかし、「科学的 リテラシ

ー」については、2000年1位 、2003年4位 、2006年 では

7～13位 に下落 し、科学教育に対する自省の声が高 くな

っていた。 しかしながら2009年 では、2位 を示 しており、

2000年 度の成績に戻っている。また2009年 調査では、

フィンラン ドの平均点が若干下がっていることもあり、

韓国の教育事情がより注目されている。

Ul998年 に小学校3学 年 と4学年 で始 められた
。その後

1999年 に3学年から5学年まで、2000年には3学年から6学年

まで広げられた。

18韓 国教育開発院 『教育統計年報』2006年
。

(教育実践 コラボ レー ションセンター助教)
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